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里親に興味はあるけれど、

子どもを迎え入れたらどんな生活になるのだろう？

そう思われている方も多いのではないでしょうか。

この冊子では現在里親をされている方や

ファミリーホーム（※）を開設されている方に

暮らしぶりをうかがいました。

子どもを迎え入れ、里親になるということ。

それは、どんな毎日なのか。

そこに、どんな想いがあるのか。

里親のみなさんそれぞれの声を紹介します。

※ファミリーホームとは？
　ファミリーホームとは家庭に問題がある子ど
もを里親など養育者がその家庭に迎え入れる「家
庭養護」のこと。養育者が5～6人の子どもを預か
り、家庭の中で豊かな人間性や社会性を養い、将
来自立した生活ができるように育みます。



目的のための「だっこ」から、
愛情を求める「だっこ」へ。

血はつながっていないのに
不思議と似てくるんです。

　私は結婚願望があまりなく、子どもを産み

たいとも思っていませんでした。でも保育士

として働いていますし、子どもは好きでした

ので「家庭で暮らせない子がいるなら育てた

い」と思ったんです。この子が2歳半くらいで

ウチに来てから、ちょっとした成長や変化に

喜びを感る生活になりました。来たばかりの

ころは1人で静かに遊んでいましたが、今は人

とのふれあいも楽しんでいますし、ずっとう

るさいです（笑）

　里親になって半年ほど経った頃、この子が

病気になったので私も1週間ほど仕事を休み、

つきっきりで看病したことがあります。だん

だん体調が良くなったのでお散歩に出かける

と、急に道端でひっくり返って泣き始めまし

た。だっこしても嫌がるし、でも降ろしたら泣

き叫んで…。これまでとは全然違う泣きかた

でした。説明できませんが、そのとき感じたん

です。「この子は今、自分の意思や欲求に気づ

いたんじゃないか」と。今思うと、それまでの

だっこは愛情を求めて甘えているのではな

く、単純に「歩くのがつかれたから」という目

的のためでした。今まで抑えていた感情が芽

生えて、どうしたらいいのかわからず泣いて

いる。そう感じました。それからは愛情を求め

るだっこに変わりましたし、私が親として認

められた瞬間だったのかもしれません。

　この子はまだはっきりわからないかもし

れませんが、私が里親であることは、子ども

にもまわりにも伝えるようにしています。で

も不思議と似てくるんですよ。私は昔ダパン

プが好きだったのですが、この子が『USA』を

踊りだしたとき「やっぱ血はあらそえんね

～。…いやいや違う！」と実家で大爆笑しま

した。最初は里親・里子の関係でも、時間とと

もに親子になってきます。もし里親になるか

悩まれている方がいたら「やったほうがいい

ですよ！」と背中を押したいです。
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菅原亜紀さん

Message 01

平成29年3月に当時2歳半だったYくんの里親に。
また長期休暇のときには季節里親として子どもた
ちを家に迎えています。

（すがはらあき）

最初は里親・里子の関係でも、
時間とともに親子になっていきます。



子どもが来て、家の中が
ぱっと明るくなりました。

大きな家族みたいな感じで
今は毎日にぎやかです。

　私たちは子どもを育てたいという想いは

あったのですが、なかなか授からず里親にな

る選択をしました。子どもが来てから、びっ

くりするくらい家の雰囲気が明るくなりま

した。私たち大人だけの空間と、子どもがい

る空間ではこんなに違うのかと思いますね。

それまでも夫婦でドライブなどしていまし

たが、子どもを連れてゴーカートに行った

り、旅行に行って釣りをしたり、子どものお

かげで楽しめることが色々ふえました。また

父の日・母の日に「ありがとう」というメッ

セージ付きの絵をもらったことは忘れられ

ません。

　思い出深いのは小学校1年生のとき。学校

から連絡があり「○○くんが学校にいませ

ん」と。その頃は私たちも共働きしていて、カ

ギをかけていたので家にもいません。いろい

ろ探しまわって「どうしよう…」と思ってい

たところ、ひょっこり出てきたんです。話を

聞くと「ご近所の家でお菓子を食べていた」

と（笑）今となっては笑い話ですが、そのとき

は本当に心配しました。でも子育てというの

は大変なこと、心配することもたくさんあり

ますが、ぜんぶ思い出として心に残ります。

それに大変なことよりも子どもがいる喜び

のほうが、はるかに大きいですね。

　最初の里子は養子縁組をして、現在は実子

となりました。その子だけでなく養育里親と

して数人迎えており、ひとりは巣立って現在

は東京で働いています。また縁あってファミ

リーホームを開設し、最近また2人を実子とし

て迎えました。現在は8人の子どもたちと暮ら

しています。最初の子も、その中で「おにい

ちゃん」として慕われており、いつも小さい子

のお世話をしてくれます。大きな家族という

感じですね。血のつながりはなくても愛情を

もって向き合えば、子どもは父母と認めてく

れます。私たちは、子どもたちのおかげで人生

が変わりました。今は毎日にぎやかです！
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仁田治樹さん・八恵子さん

Message 02

平成21年養育・養子縁組里親として登録され平成
30年にファミリーホームを開設。現在は8人の子
どもたちと一緒に生活されています。

（にたはるき・やえこ）

子どものおかげで思い出がふえる。
大変さよりも喜びのほうが大きい。



（いとうみき・ふじこ）

里親や里子にも理解ある
社会になってほしい。

　私（富士子さん）はずっと前から里親制度に

関心をもっていましたが、子どもたち（実子）

の成長を待って平成28年に生後10か月の男の

子を迎えました。里親になることに最初は

迷っていた夫も、今は「孫みたい」とかわい

がっていますし、当時17歳だった娘も「私がも

う少し小さかったら色々思っていたかもしれ

ないけれど、小さい子が来てうれしい」と言っ

てくれています。

　この子が来て思ったのは「血のつながりな

んて関係ない」ということ。もちろん子育ては

楽しいことばかりではありません。うれしい

ことと大変なことが行ったり来たりの毎日で

す。でもそれって、実子も里子も同じですよ

ね。現在は3歳になり、まいにち大騒動してい

るのですが、でも結局最後は「かわいかね～」

と思ってしまいます（笑）何かいたずらする前

に「ニヤっ」と笑ったり、そういう仕草もかわ

いいですね。

　今思うと実の子どもたちが進学で家を出

て、夫婦ふたりで過ごしていた時期は、家の中

が静かでした。でもこの子が来てからは夫婦

の会話もふえましたし、家の中が明るくなっ

た気がします。『子はかすがい』という言葉が

ありますが、里子を迎えて始めて本当にそう

だなと実感しました。

　私たちがあずかって大切に育てても、この

子（里子）が背負っているものは変えられま

せん。もし今後、この子が壁にぶつかっても

自分で乗り切って、きちんとひとり立ちでき

るように育てていきたいと思っています。ど

んな境遇の子も、いっしょに歩んでいく大人

は必要です。私たちのように子育てが一段落

して、里親を考えている方もいらっしゃると

思いますが、まずは短期間でもいいので検討

してみてください。また里親にならなくて

も、里親・里子のことを知って、理解していた

だくだけでもかまいません。里子として育っ

ている・育った子が、のびのびと暮らせる社

会になってほしいです。
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伊東幹さん・富士子さん

Message 03

どんな境遇で生まれた子どもも、
いっしょに歩む大人は必要。

血のつながりは関係ないと
この子が来て思いました。

H28年8月に養育里親として登録。同年12月、
実のお子さんたちが進学で家を出られたこと
もありHくんを迎えられました。



ふつうの親子のように
子どもたちと関わりたい。

佐賀県はファミリーホームを
やりやすい環境です。

　私（真二さん）はもともと施設で働いてまし

た。そこでも親と離れて暮らす子どもたちと接

していましたが、平成29年にファミリーホーム

を開設しました。現在は預かっている子6人（小

5～高3）と、実の子2人（2歳と4歳）といっしょに

暮らしています。施設では当然、勤務時間があ

りますが、ここでは24時間子どもたちと一緒な

ので、子どもたちの成長をより身近に感じられ

ます。ひとり通院が必要な子がいるのですが、

ここでの暮らしで順調に成長してくれて、通院

の回数が減ったことは大きな喜びでした。

　委託児童の中でいちばん小さい子も小学5年

生なので、自分の事情はわかっています。子ど

もたちが私たちに気を使っているように感じ

ることもあります。でも私はふつうの親子だと

思って接していますし、子どもたちにもふつう

の家庭のように過ごしてほしいと思っていま

す。ごはんは妻（眞奈美さん）がつくってくれる

のですが「おいしい」と言ってくれたらうれし

いですし、旅行に行ったり工場見学に行った

り、楽しい思い出もできました。

　里親やファミリーホームを検討されてい

る方に伝えたいのは「いろいろなものを抱え

ている子を受け入れる大変さもある」という

こと。でも、ひとりで悩む必要はありません。

里親会や相談員さんなど、喜びや悩みを共有

できる人たちがいます。いろいろな人と連携

すれば、きっと子育ては楽しいものになるは

ずです。毎日の生活の中で子どもから元気を

もらえますし、子どもがいたら家の中も明る

くなりますよ。

　私がファミリーホームをつくった理由の

ひとつは、子どもたちが巣立ったあと、いつ

でも帰って来られる場所をつくりたかった

から。いつか、そういう日が来るといいです

ね。それと佐賀県は行政と児童相談所などと

の連携が密に行われており、他の県に比べて

ファミリーホームがやりやすい環境だと感

じます。
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森田真二さん・眞奈美さん

Message 04

H29年4月にファミリーホーム「モリタホー
ム」を開設。現在は6人の子を迎えられている
ほか、実のお子さんも2人いらっしゃいます。

（すがはらあき）

子どもたちが巣立ったあと、
帰れる場所をつくりたかった。



子育てに専門的な知識が
必要になる場合もあります。

まずは短期間でも良いので
里親を検討してみてください。

　私たちは巣立った実の子4人と、里親として

今まで3人の子育てを行ってきました。里子の2

人は実親にお返しし、現在は7歳の女の子と

いっしょに暮らしています。里子の中には心に

傷をもっている子もおり、養育する私たちに専

門的な知識が求められる場合もあります。また

夫婦でも子育ての考え方が違う場合があるの

で、お互いの気持ちを大切にして、子どものた

めに何がいちばんいいのか話し合うことも大

切だと思います。

　当然ですが、あずかった子を大切に育てて、

心身ともに健康な状態でお返ししたいという

気持ちは強いです。だからこそ、0歳のときから

9年間ほどいっしょに暮らしていた子のこと

は、実親にお返しした今も気がかりです。私た

ちはその子の親とも交流していて、よく知って

います。親が、がんばっていることもわかって

います。ただその子が今、笑顔で生活している

かと言えば、そうではありません。親権などの

制度について、子どもの人権について、いろい

ろ考えながら私たちに何かできることはない

か探す日々です。問題を抱える家庭の子どもだ

けを保護するのではなく、その親も、親子いっ

しょに支援することが必要なのではないかと

感じています。

　里親を検討されている方は、夫婦間でよく

話し合ってください。実のお子さんがいらっ

しゃるならば、子どもの意見も大切にしてく

ださい。まずは夏休みのホームステイや週末

だけの短期里親から始めてみてはいかがで

しょう。里親になったあとも、すべてを自分

たちだけで抱え込まずに、児童相談所や里親

施設などと協力しながら「みんなで育てる」

という意識をもっていただければと思いま

す。そして私たち夫婦2人の想いとして「どう

してもダメだと思ったら、できませんと言っ

ていいですよ」と伝えたいです。あなたのそ

の選択を責める人は誰もいませんので。
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中川博志さん・孝子さん

Message 05

H18年1月に養育里親として登録。
自給自足の生活をされており、現在
は3人目の里子Sちゃん（7歳）を養
育中です。

（なかがわひろし・たかこ）

児童相談所などと協力して、
みんなで育てるという意識を。
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　さまざまな家庭の事情により、養護されて
いる子どもたちは全国で約45,000人にもの
ぼります。私たちが暮らす佐賀県でも約300
人の子どもが親元を離れて暮らしています。
　「里親」とは、そんな子どもを一定期間、家
庭に迎え入れ、愛情を注ぎながら育てていた
だく方のことです。

里親＝養子縁組というわけではありません。
里親には、さまざまな種類があります。

子どもの現状と里親

里親の種類

養育里親
子どもを一定期間、家庭に迎え
入れて育てていただける方

養子縁組里親
養子縁組によって、子どもを
養子として育てていただける方

専門里親
虐待や障害など専門的な援助を必要
とする子どもを育てていただける方

親族里親
実親が養育できない場合に、親族
で育てていただける方

里親の期間

里親になるまで

数か月～数年間まで、さまざまです。
※数日～数ヶ月間の短期里親もあります。

里 親 の 子 育 て を 支 援

児童相談所や里親支援専門相談員などが子育てをサポートします。また
里親さん同士で情報交換や相談などができる「里親会」というコミュニ
ティーもあります。

里親には子どもの養育費（生活費、学校教育費、医療費等）が支給されます。
■経済面でのサポート

■養育面でのサポート

●子どもの養育を理解するための講義
●児童養護施設・乳児院の実習

1 まずは児童相談所にお問い合わせください。
里親制度について詳しく紹介します。

2 児童相談所へ申し込み

3 児童相談所の職員などによる家庭訪問。
それぞれのご家庭の状況などを確認します。

4 研修を受講

5 社会福祉審議会の審議を経て、
佐賀県知事から里親として認定・登録

6 子どもとの交流（面会・外出・外泊）

7 里親として子どもとの暮らしが始まります。


